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織物のプ リー ツ尖鋭度の測定に関する実験
田中道一・広田 輝次・古作ケイ子
AN EXPERIMENT ON MEASURING PLEAT SHARPNESS OF F ABRICS 
By MICHIKAZU T ANAKA， TERUJl HIROT A AND KEIKO FURUSAKU 
ま え が き
織物に固定したプ リー ツを与える ζとは Washand Wearの織物の特長である。 乙のような織物
のプリ ーツ保持性については現在までに2，3の研究報告も行なわれているが，主として折目角の時
間的経過に伴う変化の測定に限られているようである。プリーツは視覚に訴える評価が多くとの意味
では折田部分を図的に実際に表示する乙とが大切である。乙の報告は P.R. Wi1kinson and D.W. 
(1) 
lrelandの考案したクリ ーソメータ (creasometer )を改造してプリ ーツ尖鋭度を2種の織物について
測定したもので主として実験結果の報告である。
実 験
巾l∞mm，長さ 2∞mmの織物試験片Tを長さの中央で折り曲
げ，第l図のように直径77mmの円筒面上にのせた。織物と円筒
聞の摩擦カはかなり大きいので，垂れ下がる部分Cの重さのプリ
ーツ角に対する~轡は無視した。円筒の長さは 175mm である。
読取顕微鏡の鏡筒を水平にしクロッスラインの交点をプリーツ角
の頂点と一致させ， ζの点から曲線の追跡をはじめた。試験片は
第l表に示す通りである。実用的にアイロンかけをする場合を考
えてこの試験片の折目部分に450ワッ ト電気アイロン (重量1.35
kg)を繊せて一定荷重とする。
第 1 図
熱処理組度，熱処理時間を変数としてプリーツ尖鋭度をプリーツ線図から測定した。アイロン渦度
は銅コンスタンタン熱電対を用いて予め測定しておいた。アイロ ンの温度調節用レバーを一定個所に
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( 1 ) 
おいてアイ ロン面上の温度分布
を測定した結果の工，2の例を
示せば第2図a，b， c， d のよ
うである。測定値はち -10回の
測定平均であるが，各個所の間
に10-200Cの温度差が認めら
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第 2図
度の逆数と考えた。
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( 2 ) 
れる。 ζのような市販のアイロンの温度調節用
レパーの各点の平均温度は第2表の通りであ
る。 との結果lζ従ってアイロ ン処理の温度を決
定した。第3図a，b はこのようにして各種織
物のプリーツ部分の折目曲線を織物試験片の内
面l乙沿うて追跡した線図を示す。 ζの図の座標
軸の目盛はmmである。 プリー ツ尖鋭度を表示
するには現在まで適当な方法が知られていな
い。 Wilkinson等は織物内面の折目角頂点より
2mm進入した点の角の巾を以てプリ ーツ尖鋭
度としているが， 2mm以内においても曲線は
変曲点を持ちうるから，むしろテーパを表示す
る普通の方法すなわち折目角の頂点において輪
郭曲線lζ切線を引きその切線と中心線とのなす
角αの左右平均値のtanをもってプリ ーツ尖鋭
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第 3 図 b
結果 とその 考 案
第4図a.b.は熱処理時間，熱処理 llj 
温度， プ リー ツ尖鋭度の逆数で ある
ージは処理時間5minで処理温度140。
C附近lζ最大効果を示す。
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tan αを3次元空間曲線lζ商いた結果
を示す。ζれから分るように，市販の
アイロンを一定荷量とした程度では統
毛サージは処理時間5minにおいて処
理温度l印-2CXJOC 附近で尖鋭度の最
大効果があらわれ，問機にビニロンサ
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一般に合繊絵物は軟化点をすぎると
尖鋭度は減少する領向にある。本実験
に熱心に従事した古川昌代氏の労を多
とする。
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第 4 図 b
(1) P.R. WilkiDWD : The Crea~ometer-An Apparatus for Measuring Crease and Pleat Sharpness and 
Rete州 on.Tex. Res. J.. 8.674-679 (1958) 
SUMMARY 
Pleat retention is one of the important factors of wash and wear fabrics. Wilkinson's 
creasometer is an useful instrument for measuring pleat sharpness. The authors have 
traced the profiles of pleat configurations of various fabrics employiog this instrument 
and found the most effective point of heat treatment for settiog pleat 00 fabrics by 
constructing the spacial curves between time and temperature applied for setting and of pleat 
sharpness produced. 
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